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概要：

この本は、「組織の社会技術」シリーズの一冊である。本シリーズには、組織的違反につながるつぎのような各巻（既に報告済み）があるが、それらに対置して本書では、職業的自尊心の分析につての研究成果が記載されている。それは、組織的違反の抑止要因となる「ノブレス・オブリジェ」（高度な使命感）が職業的自尊心の影響下で形成されるからと考えるからである。
「会議の科学-健全な決裁のための社会技術」：11月、
「組織健全化のための社会技術-違反・事故・不祥事を防ぐ社会技術」：12月、
「属人思考の心理学-組織風土改善の社会技術」：1月
「内部告発のマネジメント-コンプライアンスの社会技術」：2月
企業や組織の安定化、倫理性、社会性を考えるとき、ひとつのキーワードが「職業的使命感」であり、もっとも高揚した形では、職業的使命感は、「ノブレス・オブリジェ」（高度な使命感）と呼ばれる。さまざまな職業のさまざまな人たちが、それぞれの持ち場と役割に応じて、自分の貢献と責任を内面化したとき、それが、職業的使命感となる。職場の多くの人が適切な職業的使命感を備えるようになれば、組織の社会性が安定化する。本書は、職業的使命感を高める方策を探ろうという立場で書かれており、そのため、この職業的使命感を生みだす職業的自尊心についての分析がなされている。そして社会心理学的手法により分析した結果、職業的自尊心には、次の２次元モデルが適切であることがつきとめられた。

1 職能的自尊心：難しい技能を要求される職業・職種に対応する職業的自尊心。
2 職務的自尊心：それぞれの仕事の社会的責任、社会的貢献度の自覚によってもたらされ　　る職業的自尊心。
感想

1 本書では、典型的な「ノブレス・オブリジェ」（高度な使命感）ももつ者として消防官の調査が行われており、さまざまな観点から分析が行われており。とても興味深い。ただ、今回の調査をもとにさらに内容をより確実なものとするため、また、追加・変更などをみるためにも他の職業についての調査分析が必要と思う。
2 社会心理学的な見地から分析するということは、これまでにあまり、なされていないことであり、今後とも継続的な調査研究が必要と思う。社会が非常に大きなスピードで変化していく状況下では、その継続的なフォローが必要と思う。
3 消防官以外にこのような調査を行うのに適切な対象は、ないものだろうか？

　たとえば、公務員、教師、医師など、それらを分析するのも面白いのでは？
内容：

第1章 職業威信の先行研究：
職業威信は、主として、職業ひとつに社会が付与する望ましさの指標であり、ひとつの職業にひとつの職業威信が対応する。職業威信には、客観的・主観的の二つの様相がある。
・客観的職業威信：社会階層論と密接な関連のあるきわめて安定的・固定的な客観的な構造としての職業威信。

・主観的職業威信：客観的な職業威信と関連しながらも。概念上は、独立に想定しうるもので、その職業が本来果たすべき職責・使命・職務といったものとの関連で定義され、個々人が自らの職業に対して感じる思い入れ「誇り」といった意識として定義することができる。この主観的な職業威信は、組織ぐるみの不正や問題を考えるにあたってきわめて有益な視点を提供する。そしてこうした職責・使命をどの程度、重く考えるには個人によって差がある。したがって主観的な職業威信である「誇り」は、個人差として測定することが可能となる。したがって本書では、ここに視点をあてて分析・研究がなされている。

【佐々木コメント】組織自体の風土や体質は、簡単には変えることは、できない。しかし、人は、組織とは離れて自らの職業の使命として「誇り」をもって行動すれば、なにがしかの対処は、できるのかもしれない。社会心理学的な見地からこれらにメスを入れることができるとのコメントは、非常に興味深い。
第2章 消防という仕事と調査の概要： 
消防官という社会的使命感の強い職業人を対象者にしてすべての職種、職位において満遍なく調査を行い分析をしている。これは、職業的自尊心と組織風土が違反経験を抑止する機能をもっていることを実証することが目的である。
消防官を調査対象とした理由：
（１）公益性が強く、地味な職業。（２）職業に対してアンビバレンス（相反性）が低いと予想される。（３）職務内容に多様性がある。（４）怪我などの個人リスクのある職業でかつ高い回収率が望める。この調査では、調査票配付数1934に対し1715人から回答が寄せられ回収率は、88.7％であった。
調査の結果：不祥事防止についての方策とは？
組織的違反の予防に一番効果があるのは、組織風土の改善であり、属人思考と名付けられている風土特性を弱くすることである。そしてそれにつぐ要因として職務的自尊心を高くする工夫が効果を発揮する。（この調査の結果）。
1 職業的自尊心は、仕事の種類・内容と職場規模によって決まる側面が強く、同一職種の中では、地位の上昇による変化がほとんどない。

2 職務的自尊心は、職種の影響も受けるが地位の影響も大きく受け、心理的要因、環境的要因影響を受けやすい。

3 組織内市民行動（他者に利益をもたらし、社会的に好ましい影響を与える行動）は、職務的自尊心との相関が特に高い。また、現状満足感、存在価値、意欲などの生きがい感も職務的自尊心と強く相関している。

4 職務的自尊心は、報酬や制度を含むさまざまな待遇措置を通じて維持される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中長期的な方策は：
1 報酬・制度等の整備とともに、それぞれの職場における同僚などに対する行動交換の水準をあげる工夫が必要である。これにより、高い職務的自尊心の維持を生み、ひいては、組織違反を生じにくい職場を生む。

【まとめと佐々木コメント】：
組織的違反の最も直接的な原因が意志決定手続の瑕疵、それよりやや間接的な準直接的原因が組織風土の属人思考、それよりさらに間接的な要因が職業的自尊心、これらとは、独立した要因が、内部申告等の制度と研修の欠如である。組織心理学的な側面に注目して分析を行い、このプロジェクトでは課題としてつぎのようなことを列挙している。
1 会議とインフォーマルな懇談による集団意志決定の機能不具合

-＞不適切な意志決定を防止するためには、会議方法（招集手続き、議事の進行の仕方、発言方法など）をよく検討してより、透明性のある組織運営が必要と思う。

2 組織的違反の原因となる組織風土の特定と測定

-＞これには、このプロジェクトで提案している「属人思考」を打破する施策が必要と思う。

3 内部申告を含むコンプライアンス行動の人格要因と状況要因
-＞規定などのハード面からの整備は、各組織で整備されつつある。しかし、一見、素晴らしいと思われる規定や組織を持っていると思われる一流企業に不祥事が発生するのは、なぜであろうか？これは、まさしく心の問題にメスをいれるべきである。そのための有効な手段が社会心理学的な分析と検討、そしてそれを実践に結び付ける活動と思う。
4 使命感、コンプライアンスを生む職業威信
-＞組織の意志決定手続に加えて、職業的使命感（ノブリス・オブリジェ）が重要な要素となる。プロジェクトでは、「職業的自尊心」について、「職能的自尊心」と「職務的自尊心」の二次元モデルとしてとらえ、主に「職務的自尊心」にスポットライトをあててこの重要性に着目している。これは、まさしく「心」のに問題であり、日本人のもつ「心」を深く研究しその分析を行うことがが有効な手段になるとと思う。
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